
本
市
で
は
、
女
性
に
か
か

わ
る
諸
問
題
の
解
決
と
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
取
り
組

む
べ
き
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の

後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な

課
題
も
出
て
き
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
は
、
国
・
県
・
市
だ
け

が
取
り
組
ん
で
成
し
得
る

も
の
で
は
な
く
、
課
題
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
職
場

に
も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
市
民
の
取
り
組
み
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
の
現
状

を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
、
市
民
と
行
政
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、

協
調
し
て
推
進
す
る
た
め

に
、
木
更
津
市
男
女
共
同

参
画
計
画
「
デ
ュ
エ
ッ
ト

プ
ラ
ン
き
さ
ら
づ
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
公
募
を

含
む
市
民
で
構
成
す
る

「
木
更
津
市
男
女
共
同
参

画
計
画
策
定
市
民
検
討

会
」
を
設
置
し
、
市
職
員

に
よ
る
庁
内
研
究
組
織
と

並
行
し
て
協
議
を
進
め
、

今
年
２
月
に
計
画
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
女
性
施
策

推
進
委
員
会
」
へ
の
諮

問
・
答
申
を
経
て
、
３
月

に
木
更
津
市
男
女
共
同
参

画
計
画
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
プ

ラ
ン
き
さ
ら
づ
」
を
決
定

し
ま
し
た
。

□

「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
に
基
づ
き
、

本
市
の
男
女
共
同
参
画
施

策
を
推
進
す
る
う
え
で
の

基
本
と
な
り
ま
す
。

□
国
・
県
の
計
画
を
踏
ま

え
、
か
つ「
木
更
津
市
基
本

構
想
」
お
よ
び
こ
れ
に
基

づ
く
「
第
１
次
総
合
５
か

年
プ
ラ
ン
」
と
の
整
合
性
を

図
っ
た
計
画
で
す
。

□

「
木
更
津
市
女
性
行

動
計
画
」（
平
成
７
年
策

定
・
旧
計
画
）
の
目
標
や

成
果
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

新
た
な
課
題
も
含
め
、
地

域
を
構
成
す
る
市
民
・
事

業
所
・
行
政
な
ど
が
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、

協
調
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
の
計
画
で
す
。

平
成
14
年
（
２
０
０
２

年
）
度
か
ら
平
成
18
年

（
２
０
０
６
年
）
度
ま
で

の
５
年
間
で
す
。

た
だ
し
、
計
画
の
進
行

状
況
や
社
会
情
勢
の
変
化

に
応
じ
て
見
直
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
男
女
共
同
参
画
計
画
が

必
要
な
の
？

木更津市は

女
ひと

と男
ひと

が認め合い共に参画し、

心豊かに生きていける社会をめざします

計画の将来像
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《今の日本では、次の分野で男女の地位が
平等になっていると思いますか》
「平等」になっていると最も評価が高いのは「学校教育の場で」であり、「家庭の中で」や

「社会通念・慣習・しきたりなどで」においては、男性優遇評価が高い
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《市の審議会などにおける女性委員の比率》
平均比率としては、審議会など委員の4分の1が女性になっているが、女性委員が1人
もいなかったり、男女数に偏りが大きい審議会などがある

木更津市男女共同参画社会の実現に向けての市民意識調査（H11年度）

※平成元年から
10年までは、11
月1日現在。平成
11年以降は、4月
1日現在
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個人の尊重と法の下の平等は、基本的な人権として憲法に
うたわれています。
しかし、日常生活における制度や慣行の中には、固定的性
別役割分担意識がいまだ根強く残っているため、家庭・学校・
地域などさまざまな場での男女平等教育と、「男らしく、女らし
く」などのように社会的・文化的につくられた性差（ジェンダー）
にとらわれない意識づくりが必要です。

○ 人権の尊重に関する意識の高揚
○ 人権としての性の尊厳に関する啓発
○ マスメディアにおける表現内容の点検および啓発
○ 暴力による被害者に対する相談・支援
○ 関係機関との連携強化
○ あらゆる暴力の防止に関する広報・啓発
○ 学校における男女平等に関する教育・学習の推進
○ 就学前における男女平等に関する教育・学習の推進
○ 社会教育の場における男女平等に関する教育・学習
の推進

○ 家庭や地域における男女平等に関する教育学習の推進
○ 男女共同参画に関する広報・啓発
○ 法識字（権利を知り、実行するための手続きを理解する
能力や知識を使いこなすこと）の向上

○ 男女共同参画に関する調査研究の推進
○ 各種の情報提供機能の充実

行
政
の
取
り
組
み

行
政
の
取
り
組
み

○ 人権尊重をテーマとした講座・研修会などに積極的に
参加しましょう

○ 女性や子どもへの暴力は絶対に許さないという意識で
行動しましょう

○ 教育の場で、理由もなく性別で分けていないか見直し
をしましょう

○ 男女共同参画に関する情報に敏感になりましょう

男女共同参画社会を実現するためには、あらゆる分野にお
いて、女性と男性が対等なパートナーとして参画していくことが
必要です。
政策・方針決定過程への女性の参画が増えていますが、さ
らに女性自身が意識を変えて、力をつけるとともに積極的に
参画できるような環境づくりと、女性と男性のバランスのとれた
参画のため、積極的な女性の登用促進が求められます。

女性と男性が共に自立し、生きがいをもって生活していく
ためには、健康の維持・管理が必要です。
特に女性は妊娠・出産という特性を持っており、自らがリ

プロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権
利）に配慮するなど生涯を通じた健康維持が大切です。
また、多様化する家庭形態の中、ひとり親家庭や高齢者・
障害者が自立できるような、地域ぐるみでの支援体制の整備
が求められています。

○ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関す
る健康と権利）の啓発

○ 妊娠・出産期における女性の健康支援
○ 思春期・成人期・高齢期の健康支援、子育てや介護に
かかわる相談・支援

○ 多様化する子育て・介護ニーズへの対応の充実
○ ひとり親家庭などに対する支援の推進
○ 高齢者・障害者の自立支援
○ 高齢者・障害者の社会参画の促進

○ 家庭で性感染症や妊娠・出産について話し合う場を
持ちましょう

○ 子育てや介護をサポートする各種支援制度を活用し
ましょう

○ 地域では、子育てや介護をしている人が孤立しない
ように精神的な支援をしましょう

○ 高齢者や障害者をサポートする各種支援制度を活用
しましょう

計画の推進体制の整備

男女共同参画社会をめざすためには、行政だけでなく、市
民・団体・地域・職場がともに同じ視点で取り組むことが必要
です。
これまでに、あらゆる分野で取り組んできた市民参加の実
績をもとに、それぞれの分野でこれから果たすべき役割を明
確にするとともに、市民との一層の連携強化を図ります。

① 計画の推進体制の充実

② 市民参画の促進

③ 市民・団体・企業などとの連携

④ 調査および研究の充実

⑤ 県および各市町村との連携の強化

＊木更津市男女共同参画計画「デュエットプランきさらづ」は、市の
ホームページでご覧いただけます。
http://www.city.kisarazu.chiba.jp
また、市役所4階企画調整室男女共同参画・国際班で、計画書
の貸し出しを行っており、図書館・各公民館および市役所2階の行
政資料室で閲覧できます。

基本目標Ⅰ

人権の尊重と男女平等の意識づくり
基本目標Ⅱ

あらゆる分野で男女が共に参画できる環境づくり

基本目標Ⅲ

だれもが自立して安心して暮らせる社会環境づくり

「行政の取り組み」と「市民・地域・職場での取り組み」は紙面の都合上、抜粋して掲載してあります。

※デュエットに関するご意見・お問い合わせは、企画調整室男女共同参画・国際班へ。

○ 審議会など委員への女性の参画促進
○ 女性の積極的登用の促進
○ 女性が活動しやすい環境づくりの推進
○ 女性のエンパワーメント（力をつけること）と女性リーダーの
育成

○ 女性団体の活動・連携に対する支援
○ 女性の人材に関する情報の収集・提供
○ 家事・育児・介護に関する男女共同参画の促進
○ 地域活動・ボランティア活動などへの参加の促進
○ 豊かでゆとりある生き方を実現するための学習機会
の充実

○ 国際理解と交流の推進
○ 外国人が暮らしやすい環境づくりの推進
○ 男女の均等な雇用機会の確保に向けた広報・啓発
○ 女性の就労に関する情報の収集・提供
○ 女性の能力開発と経営参画の促進
○ 女性の経済的地位向上と就業環境改善の促進
○ 仕事と育児・介護の両立のための意識啓発
○ 育児・介護休業制度の普及・啓発
○ 妊娠・出産・育児に関する保護規定や支援制度の啓発

○ 審議会委員などに応募し、積極的に参画しましょう
○ 女性があらゆる場に参画するため、講座などに参加し
てエンパワーメントに努めましょう

○ 家事・育児・介護などを家族みんなが協力して分担で
きるようにしましょう

○ 世界の女性がおかれている状況に関心を持ちましょう

行
政
の
取
り
組
み

市
民
・
地
域
・
職
場
で
の
取
り
組
み

市
民
・
地
域
・
職
場
で
の
取
り
組
み

市
民
・
地
域
・
職
場
で
の
取
り
組
み




